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どろんこバレー棚田であそぼう
　７月20日㈰、両津地区片野尾のビオトープを会場に、「棚田であそぼう　どろん
こバレー」が開催されました。
　平成28年度に佐渡市で開催される、第22回全国棚田（千枚田）サミットのプレ
イベントとして行われ、６チーム約40人が熱戦を繰り広げました。お昼休憩には、
佐渡５地域の棚田米のおにぎりなどが振る舞われ、参加者は親睦を深めました。
熱戦の結果、佐渡総合高校生の「優勝候補（笑）」チームが初代王者となりました。
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８
月
18
日
㈪
か
ら
８
月
22
日
㈮
ま
で
、

「
国
土
交
通
大
臣
杯 
第
７
回
全
国
離
島
交

流
中
学
生
野
球
大
会
（
離
島
甲
子
園
）」

が
佐
渡
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
地
理
的
環
境
か
ら
島
外

と
の
交
流
機
会
の
少
な
い
全
国
の
離
島
の

中
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
野
球
を
通
じ
て

「
島
」
と
「
島
」
の
交
流
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
人
間
形
成
や
健
全
な
青
少

年
の
育
成
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
将
来
を

通
じ
た
離
島
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
全
国
の
離
島
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

７
回
目
と
な
る
今
大
会
に
は
、
22
市
町

村
か
ら
過
去
最
多
と
な
る
23
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
選
手
と
大
会
関
係
者
約
６
０
０
人

が
来
島
し
ま
す
。

　

佐
渡
か
ら
は
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
選

抜
さ
れ
た「
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
」

と
、
今
年
度
の
佐
渡
市
中
学
校
野
球
大
会

で
優
勝
し
た
「
佐
和
田
中
学
校
野
球
部
」

の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

県
庁
で
離
島
甲
子
園
の
記
者
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
11
日
㈮
、「
国
土
交
通
大
臣
杯 
第

７
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
」

の
記
者
発
表
が
新
潟
県
庁
で
行
わ
れ
、
大

会
提
唱
者
で
プ
ロ
野
球
・
元
ロ
ッ
テ
オ
リ

オ
ン
ズ
投
手
の
村
田
兆
治
さ
ん
と
甲
斐
市

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

村
田
さ
ん
は
、「
日
本
で
一
番
大
き
な

佐
渡
島
で
、
過
去
最
多
の
23
チ
ー
ム
が
集

ま
っ
て
開
催
で
き
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
夢
と
希
望
と

勇
気
を
持
っ
て
大
会
に
参
加
し
、
大
会
で

の
経
験
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
に

結
び
つ
け
て
欲
し
い
」
と
、
佐
渡
大
会
に

込
め
た
思
い
を
述
べ
ら
れ
、
甲
斐
市
長
は
、

「
離
島
甲
子
園
は
、
離
島
の
球
児
に
と
っ

て
は
ま
さ
に
夢
舞
台
。
佐
渡
島
民
一
丸
と

な
っ
て
、
選
手
や
関
係
者
を
お
迎
え
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
泉
田
知
事
を
訪
問
し
、
大
会

の
予
定
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

泉
田
知
事
か
ら
は
、「
大
会
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
、
大
会
へ
の
期
待
の
言
葉
が
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
杯 

第
７
回

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会（
離
島

甲
子
園
）が
開
催
さ
れ
ま
す会見した村田兆治さん（左から2人目）と甲斐市長（左から3人目）

大会参加自治体・チーム一覧
都道県名 市町村名 チーム名
北海道 礼文町 礼文ファイターズ
宮城県 気仙沼市 気仙沼市立大島中学校

東京都

大島町 伊豆大島選抜
三宅村 三宅島 中学生 野球チーム
八丈町 八丈島選抜

小笠原村 小笠原村立小笠原中学校・
母島小中学校

三重県 鳥羽市 鳥羽選抜
島根県 隠岐の島町 隠岐の島あんやらーず
広島県 大崎上島町 大崎上島中学校
香川県 直島町 直島中学校野球部
愛媛県 上島町 ＫＡＭＩＪＩＭＡ

長崎県

対馬市 対馬ヤマネコボーイズ
壱岐市 壱岐市選抜
五島市 五島バラモン

新上五島町 新上五島ファイブスター
ズ

鹿児島県

西之表市 西之表市立種子島中学校
中種子町 中種子中学校
南種子町 南種子中学校
屋久島町 屋久島選抜

沖縄県
久米島町 久米島イーグルス
石垣市 石垣島ぱいーぐるズ

新潟県 佐渡市
佐渡市中学校選抜
佐渡市立佐和田中学校野
球部
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佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー

ム
と
佐
和
田
中
学
校
野
球

部
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま

し
た

　

７
月
20
日
㈰
、
市
役
所
大
会

議
室
で
「
国
土
交
通
大
臣
杯　

第
７
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生

野
球
大
会
」
に
向
け
た
結
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
す
る
「
佐
渡
市

中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
」
と
「
佐

和
田
中
学
校
野
球
部
」
の
選
手

一
人
一
人
に
、
甲
斐
市
長
か
ら

帽
子
が
手
渡
さ
れ
、
激
励
を
受

け
ま
し
た
。

国土交通大臣杯 
第７回全国離島交流中学生野球大会
開催日　８月 18 日㈪～８月 22 日㈮
開催場所　サンスポーツランド畑野野球場、 
　　　　　両津野球場、佐和田野球場、金井野球場
大会日程

８月 18 日㈪　各地から佐渡市へ集合 
　・17:00 ～　組合せ抽選会、監督会議 
　　( 会場：アミューズメント佐渡 )
８月 19 日㈫ 
　・ 8:30 ～　開会式 
　　( 会場：サンスポーツランド畑野野球場 ) 
　・開会式終了後、大会一回戦・二回戦 
　　( ４球場に分かれて実施 )
８月 20 日㈬ 
　・ 9:30 ～　大会準々決勝・準決勝 
　　( サンスポーツランド畑野野球場、佐和田野球場 ) 
　・ 9:00 ～　交流試合 
　　( 両津野球場、金井野球場 )
８月 21 日㈭ ( 会場：サンスポーツランド畑野野球場 ) 
　・ 9:00 ～　大会決勝 
　・11:00 ～　表彰式、閉会式 
　・12:00 ～　まさかりドリームス選手による野球教室 
　・14:30 ～　キャッチボールクラッシック 
　・17:30 ～　さよならパーティー 
　　( 会場：金井コミュニティセンター )
８月 22 日㈮　移動日（佐渡市から各地へ）

○シャトルバスについて
　 ８ 月 21 日 ㈭ は 畑 野 行 政
サービスセンターとサンス
ポーツランド畑野間でシャト
ルバスを運行します。
　ぜひご利用ください。

監督 本間　　悟 松ヶ崎中学校教諭
コーチ 神蔵　　実 相川中学校教諭

菊地　大稀 真野中学校
本間　大晟 相川中学校
川邊　啓太 両津中学校
金子　　響 相川中学校
田村　英士 高千中学校
菊地啓太郎 金井中学校
齋藤　和輝 金井中学校
尾田宗一郎 新穂中学校
山口　祐汰 新穂中学校
齋藤　洸太 畑野中学校
石川　優哉 畑野中学校
中川　斗和 畑野中学校
村川　　遼 真野中学校
大場　拓郎 南佐渡中学校
桃井　開鋭 南佐渡中学校
佐藤　　司 南佐渡中学校
中川　　龍 赤泊中学校
菊池　大夢 赤泊中学校

監督 大谷　信夫 コーチ 大地　孝博
遠藤　壮真 磯部　翔悟
若林　大成 大澤　悠人
滝　星一郎 青柳　隼人
石川　純亜 計良　知希
若林　玲伯 大澤　大空
若林　　拓 西牧　丈翔
本間　　豊 山中舜之助
小池　拓哉 杉本　大輝
菊田　和夢 井上　　諒
尾畑　太祈 小崎　将平
大地　遥天

佐渡市中学校選抜

佐渡市立佐和田中学校野球部

○大会開催に伴い金井プールは、８月19日㈫・20日㈬休館となります。
○歓迎セレモニーや各会場の試合は、どなたでも観覧、観戦できます。皆さまの応援をお願いします。
お問い合わせ　第７回全国離島交流中学生野球大会実行委員会事務局
　　　　　　　（市役所地域振興課離島交流係内）　☎６３－４１５２　　ＦＡＸ６３－５１２５

畑野行政サービ
スセンター発

サンスポーツ	
ランド畑野発

8：30 10：50
12：00 11：30
13：00 13：30
14：00 16：20
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市長とのタウンミーティングを開催します
～市民の皆さまの声をお聴かせください～

お問い合わせ　市役所総合政策課　広報広聴係　☎６３－３８０２

　佐渡市では、市民参画型のまちづくりを目
指します。市長が市民の皆さまのご意見を伺
い直接対話することで、市政運営に反映させ
ていきたいと考えています。
　市長とのタウンミーティングは、市が会場
とテーマを設定して開催するもので、今年度
は市長が施政方針に掲げる人口減少対策、産
業・観光活性化などをテーマとします。
　市長から施策について説明し、市民の皆さ
まからご意見等を伺い、それに対して市長が
答えるという対話形式で実施します。事前申
込は不要で、どなたでも自由に参加できます
ので、都合のよい会場へお越しください。

佐渡インフォメーションセンターの愛称が決まりました
お問い合わせ　市役所地域振興課　☎６３－４１５２

　４月７日から５月 16 日まで、佐渡インフォメーションセンターの愛称を募集したところ、全国から多
数のご応募をいただきました。
　ご応募いただきました皆さま、たいへんありがとうございました。

　最優秀賞　　　あいぽーと佐渡　　　福嶋亜由美さん（埼玉県本庄市）

　“ あい ” は（恋愛の）「愛」「私」「ふれあい」などをイメージし、“ ぽーと ” は港を意味しています。魅力いっ
ぱいの施設を親しみやすくした愛称にしました。

　佳　　作　 iport 佐渡	 小笠原　健さん（愛知県みよし市）　
	 佐渡しるべ	 田井　奈々さん（長野県長野市）
	 佐渡未来館	 山本アサ子さん（新潟県佐渡市）
	 佐渡トピア	 有田　　進さん（鳥取県鳥取市）
	 サニーサイド佐渡	 鈴木　琴弓さん（新潟県佐渡市）

　平成 27 年３月に、佐渡島の表玄関である両津港に、にぎわい再生の拠点施設「佐渡インフォメーショ
ンセンター」が誕生します。
　約 10,500㎡の敷地に、佐渡インフォメーションセンター（延床面積 2,055㎡の２階建て）と緑地広場（約
5,000㎡）を一体的に整備します。施設に整備する多目的ホール（280 席）では、『東アジア農業遺産学会』
や『国内研究機関の学会』の開催を計画しており、１階に整備する調理室は、料理教室やイベント時の郷
土料理の調理にご利用いただけます。また、１階催事スペースと２階展示室では、魅力ある佐渡の情報を
展示して、交流人口の拡大と市民の皆さまによる地域活動の活性化を図ります。

日　　程 会　　場
８月 25 日㈪ 赤泊総合文化会館　多目的ホール

８月 26 日㈫
羽茂農村環境改善センター
多目的ホール

８月 27 日㈬
小木多目的集会施設あゆす会館
多目的ホール

10 月２日㈭ 真野ふるさと会館　多目的ホール

10 月４日㈯
畑野農村環境改善センター
多目的ホール

10 月５日㈰
トキのむら元気館
コミュニティホール

10 月６日㈪ あいかわ開発総合センター　大集会室

10 月７日㈫ 佐渡島開発総合センター　２階会議室

10 月８日㈬ 佐渡中央会館　集会室

10 月９日㈭ 金井コミュニティセンター　大集会室
開催時間　　各会場とも午後７時～８時 30 分
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佐渡ふるさと島づくり寄付金（ふるさと
寄付金）にご協力ください！

　市では、「ふるさと佐渡のために貢献したい」「大好きな佐渡を応援したい」という思いをお持ちの方々
から、寄付金という形で佐渡市を応援していただく「佐渡ふるさと島づくり寄付金」を募集しています。
　この寄付金は、住民税・所得税の軽減措置がありますので、各ご家庭で帰省の方や市外のご親戚・ご友
人へご紹介いただきますようお願いします。

◆平成25年度にいただいた寄付金は次のとおりです

寄付金
活用
メニュー

①人と自然にやさしい島づくり応援コース 49 件 1,231,000 円

合計

179 件

12,100,770 円

②健やかな暮らしづくり応援コース 18 件 1,030,000 円

③活力のあるまちづくり応援コース 21 件 532,770 円

④教育と文化の薫るまちづくり応援コース 10 件 2,520,000 円

⑤市長にお任せコース 48 件 4,358,000 円

⑥世界遺産推進基金コース 33 件 2,429,000 円

◆寄付金は次の事業に活用しました
活用事業の内容 寄付金額

・トキの野生復帰に向けた人と生き物が共生する社会づくり
・資源ごみなどのリサイクルとごみの減量化推進
・新エネルギー導入など環境学習推進事業

1,231,000 円

・外出支援や配食サービスなどの高齢者生活支援事業
・子育て支援や健康づくり事業 1,030,000 円

・地産地消の取組みや地域食材のブランド化事業
・地域の祭りやイベントの開催支援 532,770 円

・児童、生徒の総合学習支援
・ジオパークや佐渡学などの地域学習支援
・佐渡国際トライアスロン大会などのスポーツ振興事業

2,520,000 円

・地域と大学などの連携による実証事業など
・地域課題の解決や地域活力の維持・向上事業
・映画やＴＶなどロケ誘致に向けた取組み
・交流・学習機会など公民館活動による学習意欲向上促進事業

4,358,000 円

・世界遺産推進基金への積立 2,429,000 円

◆平成２６年度も次のとおり募集しています

寄付金
活用
メニュー

①人と自然にやさしい島づくり応援コース 自然、環境の分野

②健やかな暮らしづくり応援コース 福祉、医療の分野

③活力のあるまちづくり応援コース 産業振興、観光、定住の分野

④教育と文化の薫るまちづくり応援コース 教育、文化、スポーツの分野

⑤市長にお任せコース 市長に一任または上記および下記以外の分野

⑥佐渡３資産推進コース 世界遺産登録、世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ）、
日本ジオパークの推進支援の分野

◆税（住民税・所得税）が軽減されます
　ふるさと寄付金は、寄付金のうち 2,000 円を超える部分について、住民税所得割額のおおよそ１割を
上限として、申告することにより、お住まいの市町村の住民税の寄付金控除を受けることができます。
　また、所得税においても、当該寄付金のうち 2,000 円を超える部分について、確定申告することで寄
付金控除を受けることができます。

お問い合わせ　　市役所税務課　市民税係　☎６３－５１１０
※寄付金申込書は、市役所税務課、各支所市民課・行政サービスセンター等および市ホームページにあります。
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	倒産・解雇などにより離職された方（特定受給資格者）や
	雇い止めなどにより離職された方（特定理由離職者）の軽減措置
○対象者　　次のすべての条件を満たす方
　(1) 平成 21 年３月 31 日以降に失業した方
　(2) 失業時点で 65 歳未満の方
　(3) 雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者
　　　※特定受給資格者または特定理由離職者であるかは、雇用保険受給資格者証の離職理由コードで確認します。

　　　・特定受給資格者理由コード：11、12、21、22、31、32
　　　・特定理由離職者理由コード：23、33、34
○軽減内容　前年の給与所得を 30 ／ 100 とみなして保険税の計算を行います。
○軽減期間　離職日の翌日の属する月から翌年度末までの期間です。
○申告方法　 保険証・雇用保険受給資格者証、印鑑を持参のうえ、市役所市民生活課国保係または各支所・

各行政サービスセンター税務窓口で、申告書を記入し提出してください。

平成 26 年度自衛官等募集案内
募集種目 受験資格 受付期間 試験期日 試験会場

防衛大学校学生
(27年度入校 )

推薦 ２１歳未満
高卒 ( 見込含 ) 9 月 5 日～

9 月 9 日

9 月 27･28 日
防衛大学校

総合
選抜

２１歳未満
高卒 ( 見込含 )
( 自 衛 官 ２ ３ 歳
未満 )

1 次 9 月 27 日
2 次 11 月1･2 日

一般
前
期

9 月 5 日～
9 月 30 日

1 次 11 月 8･9 日
2 次 12 月 9 ～ 13 日
( 指定された日 )

1 次試験
佐渡市内

後
期

1 月 21 日～
1 月 30 日

1 次 2 月 28 日
2 次 3 月13 日 防衛大学校

防衛医科	
大学校学生
(27年度入校 )

医学
科

２１歳未満
高卒 ( 見込含 )

9 月 5 日～
9 月 30 日

1 次 11 月1･2 日
2 次 12 月17 ～ 19 日
( 指定された日 )

1 次試験
佐渡市内

看護
学科

1 次 10 月18 日
2 次 11 月 29・30 日
( 指定された日 )

航空学生（パイロット） 8 月 1 日～
9 月 9 日

1 次 9 月 23 日
2 次 10 月18 ～ 23 日
( 指定された日 )
3 次 11 月15 日～ 12 月18 日 
( 指定された日 )

一般曹候補生 １８歳以上
２７歳未満

8 月 1 日～
9 月 9 日

1 次 9 月 20 日
2 次 10 月 9 ～ 15 日
( 指定された日 )

自衛官候補生
男子

１８歳以上
２７歳未満

年 間 を 通 じ て
行っています 受付時にお知らせします 佐渡市内

（学科）

女子 8 月 1 日～
9 月 9 日

9 月 26・27 日
( 指定された日 )

陸上自衛隊
新発田駐屯地

※ 男女問わず募集しています。

◆お気軽にお問い合わせください
　自衛隊新潟地方協力本部　佐渡駐在員事務所　☎６３－４５１２

新潟地本マスコット
「朱鷺つばさ」
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国民健康保険に関するお知らせ
お問い合わせ　市役所市民生活課　国保係　☎６３－５１１２

	平成 26年度国民健康保険税率が決定しました
　今後も皆さんが安心して医療を受けるための保険給付費等を確保するために、今年度の税率は以下のと
おりとなりましたので、ご理解とご協力をお願いします。
　年度途中で、加入・脱退した場合は月割計算となります。

区分 医療分 後期高齢者支援金分 介護分

所得割額 国保加入者の課税標準額 ( ※ )

に対し８．８９％
国保加入者の課税標準額 ( ※ ) に
対し３．９６％

40 歳から 64 歳までの国保
加入者の課税標準額（※）に対
し３．６４％

均等割額 国保加入者１人につき
19,500 円

国保加入者１人につき
12,300 円

40 歳から 64 歳までの国保
加入者１人につき 13,700 円

平等割額 国保加入世帯１世帯につき
17,600 円

限度額 510,000 円 160,000 円 140,000 円

※課税標準額 ＝ 前年の総所得金額 － 基礎控除額 33 万円

	平成 26年度の納税通知書・特別徴収開始通知書を８月15日に送付します
　納税通知書がお手元に届きましたら、必ず開封して内容をご確認いただき、ご不明な点がありましたら
お気軽にお問い合わせください。
　特別徴収開始通知書は、年金からの天引き額のお知らせですので、通知書にて保険税を納付する必要は
ありません。

	特別徴収を口座振替に変更できます
　国保に加入している方全員（世帯主含む）が 65 歳以上 75 歳未満で一定の条件を満たしている場合は、
保険税を年金からの天引き（特別徴収）により納めていただくこととなりますが、申出により口座振替に
変更することができます。
　市役所窓口で納付方法変更申出書を提出していただくほか、金融機関等の窓口で口座振替の申し込みが
必要となります。

注意事項
　○随時、申出をお受けしていますが、申出時期により口座振替への切替え時期が異なります。
　○納付状況によって口座振替への変更をお受けできない場合がありますのでご了承ください。
　○口座振替へ変更後、滞納が生じた場合は特別徴収へ切り替わります。

	保険税および医療機関等での窓口負担の減免
　国民健康保険の被保険者の方が、風水害や火災、事業の休廃止や失業等の事由で、一時的に保険税の納
付や医療機関等での支払いが困難になった場合、申請していただくことにより負担が軽減される場合があ
ります。
　詳しい内容については、お問い合わせください。
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　子育て支援室からのお知らせ　

ひとり親家庭等を支援する２つの制度をご紹介します
　どちらの制度もご本人さまからの申請が必要となります。
　詳しくは、市役所社会福祉課子育て支援室　子育て支援係（☎６３－５１１３）または各支所市民課・
行政サービスセンターへお問い合わせください。

　児童扶養手当　
　離婚・死亡などの理由により、父子家庭や母子家庭の児童について手当を支給する制度です。
　制度の目的は、ひとり親世帯等の生活の安定と自立を促進することにあります。
※児童とは…18 歳になった、最初の３月 31 日までの児童が対象となります。
　（一定の障がいの状態にある児童の場合は、20 歳の誕生日の前日まで。）

○どのような人が手当を受けられるのですか？
　 　次のいずれかに該当する児童を養育する父、母または養育者で、所得制限などの一定の条件を満たし

ている方

　・ 父母が婚姻を解消した児童
　・ 父または母が死亡した児童
　・ 父または母が重度の障がい者である児童
　・ 父または母の生死が明らかでない児童
　・ 母が未婚で出生した児童
　・ 父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
　・ 父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童
　・ 父・母ともに不明である児童（孤児など）

○受給されている方へ　現況届の提出をお願いします
　手当の受給者は、毎年８月中に「現況届」を提出しなければなりません。この届の提出がないと、８月
分以降の手当が受けられなくなります。必ず期間内の手続きをお願いします。
　受給者の方には、７月末に案内を送付してあります。

　ひとり親家庭等医療費助成　
　ひとり親家庭等に対し、医療費の本人負担分の一部を助成する制度です。

○どのような人が助成されるのですか？

　・ 母子家庭・父子家庭の父母と児童
　・ 父母のいない児童を養育している者と児童　など

　ただし、このような児童を養育していても、所得制限などの一定の条件
が満たされていなければ、助成要件には該当しません。

○受給者の方へ　受給者証の更新申請をお願いします
　この制度の受給者は、毎年８月中に「受給者証の更新」の手続きをしなければなりません。この手続き
がないと、10 月分からの助成が受けられなくなります。必ず期間内の手続きをお願いします。
　受給者の方には、７月末に案内を送付してあります。
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心配ごと相談日（８/15～９/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困りご
とを気軽に相談できる窓口を開設して
います。お住まいの地区以外での相談
もできますので、ぜひご利用くださ
い。相談は無料で予約は不要です。直接、
相談日にお越しください。秘密は守ら
れます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所 
　☎８１－１１５５
※ こちらの電話ではご相談は受付けていませ

ん。相談を希望される方は、直接会場にお
越しください。

「佐渡市消費者協会」の活動を紹介します
佐渡市消費者協会副会長　山本初子

　今回、私たち消費者協会の重点目標である「安全・
安心な生活を支える仲間を増やし、輪を広げよう !!」
を基にした活動および取り組みを紹介いたします。
特に、日常生活の基礎となる「食の安全・安心」と

「環境問題」に力を入れて取り組んでいます。
　具体的には、農業や水産業を営む生産者や専門的
な知識をもっておられる方々をお招きし、話を聞い
たり、圃場を見学したりしています。環境問題につ
いては、ＥＭ廃油石けんを作り、その普及促進を目
指し、販売までを手がけています。常に学び、消費
者意識向上のために日々がんばっています。
　今回６月 19 日に、当協会の島内視察研修を行い
ました。新穂でエコファーマーである須田様のさく
らんぼ園を見学させていただき、その後、水産業に
も真剣に目を向けてみようということで、当協会の
賛助会員でもあり、本年度の定期総会時に講話をい
ただいた赤泊でエビ漁業を営んでおられる中川様所
有の「星丸」の水揚げの様子を見せていただきまし

た。その場で水揚げされたばかりのタラバエビ、南
蛮エビ、鬼エビ、ボタンエビその他いろいろ見なが
ら、「ワー、きれい！」「美味しそう！」等感激しき
りの声があちらこちらから聞こえて、とてもにぎや
かなひとときでした。その場で、エビを購入させて
いただき、今夜の夕食に想いを馳せながら昼食会場
へ…。
　昼食には、中川様から全員に大南蛮エビの試食用
をいただき、昼食に華をそえることができました。
昼食終了後、同じ赤泊でカニ漁業を営む「弥吉丸」
様の販売所を見学し、その後、最後の見学場所の西
三川のバラ園を見てまわり、予定時間を少しオー
バーしましたが、全員事故なく無事で楽しく、多く
を学ぶことができた有意義な一日でした。
　これからも、かしこい消費者になるよう楽しく学
び、会員の増加にも力を入れ、日々がんばっていこ
うと思います。皆さんの入会をお待ちしています。

地区 相談日 時間 会場

両津

８月 23 日㈯
９月  ２日㈫
９月 13 日㈯

13:00 ～ 16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

９月  ７日㈰ 18:00 ～ 20:00

相川

８月 16 日㈯
８月 22 日㈮

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ
９月  ３日㈬
９月 10 日㈬

佐和田 ８月 27 日㈬ 9:00 ～ 12:00 佐渡中央会館
金井 ９月 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 金井コミュニティセンター

小木 ９月  ３日㈬ 13:30 ～ 16:30
小木多目的集会施設あゆ
す会館
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　㊗ 佐渡市市制施行10周年記念　

米村でんじろうサイエンスショーin 佐渡
　科学実験を多彩な演出を加えてショースタイルで表現！「学べるだけで
なく楽しい、楽しいだけでなく学べる」教育とエンターテイメントを融合
させました。幼児からご年配の方まで世代を超えて楽しめます！空気砲や
ブーメランといったおなじみの実験や、エアドーム、巨大風船実験など面
白実験が目白押し。目の前で行われる迫力の実験の数々をお見逃しなく。
開催日　10 月 18 日㈯　　会場　アミューズメント佐渡大ホール
時　間　１回目　午後０時 30 分開場／午後１時開演
　　　　２回目　午後３時開場／午後３時 30 分開演
チケット発売中　全席指定　一般 2500 円、中学生以下 500 円
　チケットのお求めは、アミューズメント佐渡、ホンマ衣料品店、玉箋堂、丸屋書店、曽我商店、本間書店、
ヤマゴ、池田屋商店
主催　佐渡市教育委員会　　お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎５２－２００１

緊急情報伝達システム 戸別受信機からはこんな放送が流れます
■家庭用戸別受信機
２４時間、即時に放送します。ボリュームを最小（消音）にしていても、自動的に最大音量で放送します。

緊
急
放
送

緊急地震速報 佐渡市に震度４以上の揺れが予想される場合に自動で放送されます。
Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時
警報システム）

津波をはじめとする大規模災害や、武力攻撃事態が発生した際に、国民
の保護のために必要な情報が放送されます。

津波警報、特別警報 佐渡市に発令されたときに即時に放送されます。
火災情報（建物） 通報時に建物火災と判断された段階で、分団単位に放送されます。

ボリュームによって音の大小を調節できます。

臨
時
放
送

震源、震度に関する情報 佐渡市に震度１以上の地震が発生したときに即時に放送されます。

気象警報 佐渡市に発令されたときに即時に放送されます
（夜１０時から朝５時の時間帯は放送されません）。

断水・通行止め等 必要に応じて情報を即時に放送します。
一般放送	
（市等からの行政情報）

６：１５、１２：１５、１９：１５に行政等のお知らせがあるときに放送
されます。

ページング放送
（地域内で行う放送）

申請された地区の代表者等にパスワードを付与し、家庭電話から放送内容
を録音して地域内に放送することができます。

気象情報（佐渡市に発令して
いる気象情報）

佐渡市に発令されている注意報・警報はラジオボタン５でいつでも聞くこ
とができます。

■屋外スピーカー
◆緊急情報　○緊急地震速報　佐渡市に震度４以上の揺れが予想される場合に自動で放送されます。
　　　　　　○ Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）　津波をはじめとする大規模災害や、武力攻撃事

態が発生した際に、国民の保護のために必要な情報を放送します。
◆火災情報　○建物火災　通報時に建物火災と判断された段階で、分団単位で放送します。
◆防災情報　○避難情報など、緊急事態が発生した場合は、24 時間いつでも放送することがあります。

家庭用戸別受信機の不具合については、
障害受付センター☎０２５－２７１－２７００に連絡してください。（※ 24 時間対応です）

お問い合わせ　防災情報について　市役所総務課　防災危機管理室　☎６３－５１３５
　　　　　　　火災情報について　市消防本部警防課　　　　　　　☎５１－０１２２
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にいがた健口文化フォーラム 2014 in さど 
ガッテン！健康で長生きする 
　　　　　　　　秘訣お伝えします！
日　時 10 月 25 日㈯　午前 10 時 15 分～午後２時 30 分（予定）
場　所 トキのむら元気館（〒９５２－０１０６　佐渡市新穂瓜生屋３６２－１）
参加費 無料
内　容 ①  オープニング「太鼓たたいてＥＸＡＤＯＮ（エクサドン）」 

　鼓童文化財団
 ② 特別講演　ガッテン流「健康常識　大逆転！！」
 　　　　　　　～さらば !! メタボよ、むし歯・歯周病よ！～
 　講師　北折　一（きたおり　はじめ）氏
 　　　　　元ＮＨＫ科学・環境番組部専任ディレクター
 　　　　　「ためしてガッテン」演出担当デスク
 ③ 佐渡 8020 健口シニア表彰
 ④ ごきげん座、佐渡市健康推進協議会相川支部による紙芝居
 ⑤ ブース出展等
　歯や口の健康づくりに関するさまざまなイベントが盛りだくさんです。詳しくは、８月 25 日発行の折
り込みちらしをご覧ください。
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室　☎６３－３１１５

「佐渡 8020 健口シニア表彰」候補者募集！
　8020 とは、「80 歳になっても 20 本以上自分の歯を保とう」という運動です。
　平均寿命が延びていくなか、歯を健康な状態に保つことは、快適で充実した食生活を
送り続けるために、とても大切なことです。
　自分の歯で食べ、健康な生活を送っている高齢者を対象に、佐渡 8020 健口シニア表彰の候補者を募集
しますので、皆さまからのご応募をお待ちしています。
応募資格 満 80 歳以上の方（平成 26 年 10 月 25 日現在）
選出基準 現在 20 本以上自分の歯があり、治療が必要なむし歯が５本以下でひどい歯周病のない方
選出方法 候補者募集　→　第１次選出（佐渡歯科医師会会員推薦）　→　第２次選出（審査）
　※審査は、佐渡市、佐渡歯科医師会、学識経験者で行います。
　※ 第２次選出者については、住所・氏名・性別・年齢が公表されることをあら

かじめご了承ください。
応募期間 ８月 30 日㈯まで
応募方法 申込書に必要事項を記入し、歯科医院等に受診してください。
 （診査の費用はかかりません。）
　申込書は、７月 10 日に各戸配布した用紙をご利用いただくか、市役所市民生
活課健康推進室（本庁舎２階）、または各支所・行政サービスセンターまでお問
い合わせください。
　また、お近くの歯科医院に直接連絡されても構いません。
表	彰	式 最優秀賞１人（佐渡市長表彰）、優秀賞３人（佐渡歯科医師会会長表彰）
 「にいがた健口文化フォーラム 2014 in さど」にて表彰を行います。
 開催日　10 月 25 日㈯　　場所　トキのむら元気館（新穂瓜生屋）
　※表彰者については、審査後、通知します。（候補者全員に奨励賞を差し上げます。）
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室　☎６３－３１１５
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平成26年度「さど トキめき就職面接会
“秋”」を開催します
　佐渡市雇用促進協議会および佐渡公共職業安定所
では、平成 27 年３月卒業予定の大学・短大・専門学校・
高校生およびＵ・Ｉターン希望者、一般求職者など、
市内で就職希望する方を対象に「さど　トキめき就
職面接会 “ 秋 ”」を開催します。
日時　10 月 17 日㈮
　　　午後１時 30 分～４時（受付午後１時～）
場所　金井コミュニティセンター
　　　（佐渡市千種 240 番地）
お問い合わせ
　ハローワーク佐渡　☎２７－２２４８

「大学生等Ｕ・Ｉターン 
若者就業奨励事業」のお知らせ
　大学等を卒業した市外にお住まいの方が、市内の
事業所へ就職のために定住した場合に、10 万円の奨
励金を交付します。
対	象者　大学、短期大学および専門学校等を卒業し

た市外在住者で、市内の事業所へ就職し、次のす
べてに該当する方

①  大学等を卒業した方で、採用時の年齢が 30 歳未
満の方

②  転入日および雇用契約日から５年以上、市からの
転出をしない意志を示した方

③  市内事業所に正規雇用（期間の定めのない雇用契
約）された方

④  雇用した事業主の取締役・監査役の３親等以内の
親族でない方

⑤  事業所の人事異動にともなう転入でない方
⑥  平成 25 年 4 月 1 日以降に転入され、平成 26 年

4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日までに雇用され
た方
助成内容　１人あたり 10 万円（１回限り）
お申し込み・お問い合わせ
　市役所産業振興課　企業支援係（第２庁舎）
　☎６３－３７９１

「大学生等島内合同就職説明
会参加支援事業」のお知らせ
〜就職説明会に参加した場合、	
　　　　　　　交通費1万円を支給します〜
　Ｕ・Ｉターンによる佐渡での就業を目指す
大学生等を対象に、市内で開催される合同就
職説明会へ参加をするために必要な交通費の
一部を助成し、次代を担う若者のＵ・Ｉター
ンによる就業を支援します。
対	象者　市外の大学等の卒業予定者および卒業か

ら３年以内の若者で、市内での就業を希望する方
助成内容　１回あたり１万円
お申し込み・お問い合わせ
　市役所産業振興課　企業支援係（第２庁舎）
　☎６３－３７９１

佐渡島インターンシップ2014
（就業

体験）をご利用ください
　これまでに佐渡出身の学生 18 人がこの制
度を利用し、8 人のＵターン就職につながり
ました。
　市では、進学や就職で島を離れる若者に対し
て、島内労働環境に関する情報（企業求人情報
等）を定期的に発信してＵターンにつなげ、継
続的な労働力確保を行うため、企業と連携した
インターンシップ（就業体験）を実施しています。
　このインターンシップは、市内の企業 22 社
が受け入れ企業となり、企業の研修テーマに沿っ
て、学生が就業体験を行うものです。
申込期限　平成 27 年１月 31日㈯
申	込方法　市役所産業振興課（第２庁舎）、各

支所・行政サービスセンターに備え付けのチ
ラシでお申し込みいただくか、市ホームペー
ジからお申し込みください。

　研修期間、募集対象者は、受け入れ企業によっ
てさまざまです。
詳しくは、 市ホームページ（http://www.city.
sado.niigata.jp/internship/index.html）をご覧
ください。

　将来の職業選択に生かすための貴重な就業
体験の場です。ご家族、知人等に学生がいまし
たらこの機会にぜひこの制度をご利用ください。
お申し込み・お問い合わせ
　市役所産業振興課　企業支援係（第２庁舎）
　☎６３－３７９１
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簿記３級　講習会の受講生を募集します！！
　簿記３級資格取得のための講習会を開催します。対象者は今年度受験する方、今後資格取得を考えてい
る方（学生も受講可能）です。
　職能検定として就職に役立ち、経理はもちろんのことあらゆる職種に役立つ資格です。ぜひこの機会に
合格を目指し受講しませんか？
簿記３級　講習会プログラム
回数 開催日 時間 内容
第１回 ９月  ６日㈯ 9：30 ～ 15：30 簿記の基礎・日常の手続き
第２回 ９月 13 日㈯ 9：30 ～ 15：30 商品売買・現金当座小口
第３回 ９月 20 日㈯ 9：30 ～ 15：30 手形・その他の期中取引Ⅰ
第４回 ９月 27 日㈯ 9：30 ～ 15：30 その他の期中取引ⅡⅢ・試算表
第５回 10 月  ４日㈯ 9：30 ～ 15：30 決算ⅠⅡ・決算ⅢⅣⅤ
第６回 10 月 11 日㈯ 9：30 ～ 15：30 決算ⅤⅥ・決算Ⅵ伝票
第７回 10 月 18 日㈯ 9：30 ～ 15：30 総まとめ（第１問）・総まとめ（第２、４問）
第８回 10 月 25 日㈯ 9：30 ～ 15：30 総まとめ（第３問）・総まとめ（第５問）
第９回 11 月  １日㈯ 9：30 ～ 15：30 答案練習①・②
第10回 11 月  ８日㈯ 9：30 ～ 15：30 答案練習③・④

会　　場 市役所本庁　３階大会議室ほか（千種２３２番地）
受	講	料 無料。但しテキスト代ほか（5,508 円＋送料）は実費。第 1 回目に徴収します。
募集人数 20 人程度（但し５人に満たない場合は実施しない場合があります。）
申込締切 ８月 22 日㈮　午後５時まで
申込方法  ①氏名、②住所、③電話番号、④勤務先または学校名について、電話またはＦＡＸでお申し込

みください。
そ	の	他 昼食等については各自でご用意ください。（午後 0 時 35 分から１時 30 分まで昼食休憩有り）
お申し込み・お問い合わせ
　市役所産業振興課　商工振興係　☎６３－３７９１　ＦＡＸ６３－５１２６

「小木港祭り」開催のお知らせ
　金銀積み出し港として栄えた時代、木崎神社に米を奉納したのが
始まりとされる祭りで、海の安全祈願祭です。
　木崎神社で「組おけさ」の奉納から始まり、町内を２日間にわた
り、「神輿渡御」「小獅子舞」「大獅子舞」「鬼太鼓」「ちとちんとん」

「祭り太鼓」などが門付けして回ります。
　花火大会は、三尺玉２発や、佐渡島内最大の二尺玉入りの超豪華
スターマインも打ち上げられ、佐渡の夏祭りの最後を彩ります。
　また、花火前の特設ステージに、石井里佳さん、三貴哲生さん、
安倍里葎子さんらが出演します。
　多くの皆さまのお越しをお待ちしております。
日時　８月 29 日㈮　午前８時 45 分～ 
　　　８月 30 日㈯　終日
　　　花火大会は、29 日午後８時～（※荒天順延 31 日まで） 
　　　特設ステージは、29 日午後６時 30 分～７時 45 分）
会場　小木町内一円、小木港
お問い合わせ　小木港祭り実行委員会（小木町商工会内）　☎８６－２２１６
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バスの日「ワンコインバス」を実施します
　９月 20 日は日本で最初にバスが走った日を記念する「バ
スの日」です。
　路線バスが地域にとって必要不可欠で、安全・安心な公
共交通機関であることを市民の皆さんに知っていただくた
め、「バスの日」を記念して特別運賃割引を実施します。
実施期間　９月 19 日㈮、９月 20 日㈯の２日間
割引内容　佐渡市内の路線バス１乗車の運賃 
　　　　　 大人（中学生以上）：100 円、小人（小学生）：50 円、

幼児：無料
お問い合わせ　 新潟交通佐渡㈱本社営業所 

☎５７－２１２１

道路開通の 
お知らせ
　県で工事を進めてきました佐渡一周線沢
根バイパス（沢根炭屋町地内―沢根地内）、
松ヶ崎南バイパス（松ヶ崎地内）が、７月
下旬に開通しました。
　バイパスの開通により、安全で安心して
通行できる道路となりました。
　なお、開通後も一部箇所で引き続き工事
を実施しますので、ご理解とご協力をお願
いします。
お問い合わせ 
佐渡地域振興局地域整備部道路課
　　　　　　　☎７４－３５４５

両津
相川

佐和田

羽茂

真野 畑野

新穂

金井

小木

赤泊 松ヶ崎南バイパス
約1.0km

沢根バイパス
約 1.9km

元村
米郷

二見

羽二生工事箇所

迂回路

県道工事による 
全面通行止め
のお知らせ

　古くなった橋の架け替え工事のため、佐渡一周
線の二見地内で全面通行止めを行います。
　期間は９月８日～ 10 月 31 日の予定です。期
間中は臨港道路を迂回路としてご利用ください。
　ご不便をお掛けして申し訳ありませんが、ご理
解とご協力をお願いします。
お問い合わせ
　佐渡地域振興局地域整備部
　維持管理課　☎７４－３３５３

９月19日㈮は、
「路線バス乗り方教室」
を市内保育園で開催す
る計画です。

路線バスに乗って、
買い物や遊びに
出かけませんか。
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新造高速カーフェリーの船名を募集しています
　佐渡汽船㈱は、小木・直江津航路に就航している「こがね丸」の代替船として、新造高速カーフェリー
を現在建造中です。
　平成 27 年春の就航に合わせ、ご利用されるお客様に愛し親しんでいただけるような船名を一般公募し
ます。
　※新造高速カーフェリーの建造費用は、佐渡市の補助金を活用しています。

募集要項

１．応募資格　どなたでも応募できます。
２．募集期限　８月 31 日㈰まで（当日消印有効）
３．募集方法
　(1) 応募は、次の方法で受け付けています。
　　① 官製はがきに必要事項を記入し、下記応募先へ郵送
　　② 佐渡汽船㈱ホームページ専用応募コーナー（http://www.sadokisen.com/newship/）
　　③ 各港待合室およびカーフェリー船内にある応募用紙に必要事項を記入し、応募箱へ投入
　(2) 応募に必要な事項は、次のとおりです。
　　① 船名の名称と名前の由来
　　② 応募者の郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号
　　③ 船舶の名称は、日本語、外国語どちらでも可能で、「ふりがな」をお願いします。
　(3) 個人情報保護
　　① 選定された船名にかかる一切の権利は佐渡汽船㈱に帰属します。
　　② 応募していただきました官製はがきは返却しません。
　　③  応募に関して取得した個人情報は、佐渡汽船 ( 株 ) が適切に管理し、本募集以外の目的で利用したり、

第三者へ提供・開示したりすることは一切ありません。
　(4) 応募先／お問い合わせ先　〒９５０－００７８　新潟市中央区万代島９番１号
　　　　　　　　　　　　　　　佐渡汽船株式会社　総務課「船名募集係」　☎０２５－２４５－２３１１
　　　　　　　　　　　　　　　（お問い合わせ時間　平日・午前９時～午後５時）

名称の決定・発表

１．名称の決定は、応募された名称を選考委員会で審査のうえ、決定します。
２．決定された名称に応募された方へ、抽選のうえ商品を贈呈します。
３．決定した名称は、９月 16 日㈫に佐渡汽船㈱ホームページ等に公表します。

新造高速カーフェリーの概要

　全長：約 85 メートル、総トン数：約 5,750 トン、速力：約 30.0 ノット、旅客：700 名、
　車両搭載台数：大型バス７台と乗用車 98 台または乗用車 173 台

【完成イメージ図】

市役所交通政策課　☎６３－３１８４
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両津商工会
女性部の 橋本美子さんが 

「商工会女性部全国大会」 
に出場します
　7 月８日に群馬県前橋市で開催された、「関東
ブロック商工会女性部交流研修会」で行われた

「商工会女性部主張発表」で、新潟県代表として
出場した両津商工会女性部の橋本美子さんが最
優秀賞選ばれ、10 月に福岡県で開催される「商
工会女性部全国大会」に出場することが決まり
ました。
　７月 16 日には、全国大会出場の報告と大会に
向けた決意を述べるため、甲斐市長を表敬訪問
しました。

９人制バレーボールクラブ
チーム「ＮＩＮＥＳ」（ナイン
ズ）が全国大会に出場します
　６月 29 日、上越市で開催された「平成 26 年
度全日本９人制バレーボールクラブカップ選手
権大会新潟県予選会」で優勝したＮＩＮＥＳ（ナ
インズ）が、７月 16 日に市役所を訪れ、甲斐市
長に県大会優勝の報告と、８月８日から鹿児島
県で開催される全国大会に向けた決意を述べま
した。ＮＩＮＥＳは、１月にも全国大会に出場
した強豪チームで、今回の全国大会も市内チー
ムとして初出場となりました。

真
ま

木
き

柚
ゆ

布
う

子
こ

さんを Sado 
Tourism Ambassador

（観光大使）に任命
　 ４ 月 ８ 日 に
新 造 カ ー フ ェ
リ ー「 と き わ
丸」が両津―新
潟 航 路 に 就 航
し、翌９日に佐
渡 を 舞 台 に し
た新曲「越佐海
峡～恋情話」を
リ リ ー ス し た
ことが縁で、演歌歌手の真木柚布子さんを Sado 
Tourism Ambassador（観光大使）に任命しまし
た。任命式では、甲斐市長から大使の任命証と
名刺、朱鷺認証米などが手渡されました。
　任期は２年で、真木さんには観光大使として、
コンサートやイベント等での佐渡情報の発信や、
メディアでの佐渡情報の発信、ご友人や知人へ
の佐渡情報の発信をお願いします。

「かないジュニアバレーボール 
クラブ」が全国大会に 
出場します
　６月 28 日、29 日に五泉市で開催された、「第
34 回全日本バレーボール小学生大会県大会」で、

「かないジュニアバレーボールクラブ」が佐渡地
区のチームとして初優勝を飾り、８月 13 日か
ら東京都などで開催される全国大会に出場しま
す。かないジュニアのメンバーは、金井小学校
の３年生から６年生までの 12 人で、両津中学や
佐渡高校、大人と練習するなどして離島のハン
ディを克服し、初の全国大会出場を果たしまし
た。７月７日に選手６人が市役所を訪れ、甲斐
市長に全国大会出場への決意を述べました。
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佐渡市立相川病院薬剤師採用試験のお知らせ
佐渡市立相川病院薬剤師採用試験を次により行います。
１	職種、受験資格、採用予定人員、勤務場所
職種 受験資格 採用予定人員 勤務場所

薬剤師 昭和 44 年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師の資格を有する方または平成 26 年
度に実施される資格試験で薬剤師の資格を取得する見込みの方 １名 相川病院

◎次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む。）
　・ 禁錮(こ)以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまた

はその執行を受けることがなくなるまでの人
　・ 佐渡市において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日か

ら２年を経過しない人
　・ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはそ

の下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政
党その他の団体を結成し、またはこれに加入した人

　※ 採用予定人員は変更になることがあります。また、受験申込みは、平成 26 年 7 月 10 日から 8 月 15 日までの間受け付けている市長部
局および病院職員の採用職種を含め１職種に限ります。

２	試験の方法
⑴	第１次試験

試験種別 内　　　容
作文試験 課題の理解力、思考力および表現力等について、筆記試験を行います。
適性検査 一般性格診断検査 公務員に求められる資質に関し、性格傾向について検査を行います。

⑵	第２次試験　 第１次試験の合格者に対して面接試験を行います。なお、受験者の適性を把握するため、面接
試験については複数回実施する場合があります。

⑶	そ の 他　第１次試験の申込者に対して、受験資格等を調査します。

３	

試
験
の
日
時
、場
所

⑴	

第
１
次
試
験	

　
　
　
　

９
月
21
日
㈰

　

受
付　

午
前
８
時
～

　

開
始　

 

午
前
８
時
30
分
～ 

（
予
定
）

　

会 

場　

佐
渡
市
消
防
本
部
庁
舎

（
防
災
セ
ン
タ
ー
）（
予
定
）

⑵		

第
２
次
試
験　
10
月
中
旬

か
ら
11
月
上
旬
ま
で
の
間

　

日
時
、試
験
会
場
は
第
１
次

試
験
の
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

４	

受
験
申
込
書
の
請
求

　

受
験
申
込
書
は
、両
津
病
院

管
理
課
庶
務
係
お
よ
び
相
川
病

院
管
理
課
、市
役
所
総
務
課
人

事
係
、各
支
所
市
民
課
・
各
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、佐
渡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
請
求

す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
相

川
病
院（
薬
剤
師
）請
求
」と
朱

書
し
、１
２
０
円
切
手（
速
達
を

希
望
す
る
場
合
は
そ
の
料
金
を

加
え
る
こ
と
。）を
同
封
し
、両

津
病
院
管
理
課
庶
務
係
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

５	

申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を

記
入
、押
印
し
、写
真（
縦
４
㎝
、

横
３
㎝
）１
枚
を
貼
り
、他
に
２

枚
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

資
格
が
必
要
な
職
種
は
、受

験
資
格
を
証
明
す
る
書
類（
資

格
証
書
、免
許
証
等
）の
写
し
、

資
格
取
得
見
込
の
場
合
は
、学

校
等
か
ら
資
格
試
験
の
受
験
要

件
を
証
明
す
る
書
類（
卒
業
見

込
証
明
書
、修
業
見
込
証
明
書

等
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６	

受
付
期
間・受
付
時
間

　

８
月
11
日
㈪
か
ら
９
月
１
日

㈪
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
30
分
ま
で
で
す（
た
だ
し
、

土
曜
日
、日
曜
日
を
除
く
）。郵

送
の
場
合
も
９
月
１
日
㈪
必
着

で
す
。

　

受
験
申
込
書
を
郵
送
で
提
出

す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
相

川
病
院（
薬
剤
師
）受
験
」と
朱

書
し
、書
留
郵
便
等
確
実
な
方

法
で
両
津
病
院
管
理
課
庶
務
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

７		

受
験
申
込
書
の
請
求
・
提

出
先
お
よ
び
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
５
２
―
０
０
０
７

　

佐
渡
市
浜
田
１
７
７
番
地
１

　

両
津
病
院
管
理
課
庶
務
係

　

☎ 

０
２
５
９
―
23
―　

５
１
１
１　
（
代
表
）

消費生活サポーター養成講座受講者募集
　身近な方への消費者被害防止の注意喚起や啓発、消費生活トラブルの際の助言などについて、ボランティ
アとして活動していただく「消費生活サポーター」の養成講座を開催します。
日程　10 月１日㈬、10 月８日㈬、10 月 16 日㈭、10 月 20 日㈪、10 月 29 日㈬
時間　各日午前 10 時～午後３時 30 分　　会場　佐渡中央会館　　受講料　無料　　保育ルームあり
対象　サポーター活動や消費者問題に関心のある方
内容　消費者として知っておきたい法律等の基礎知識や最近の消費者問題、相談事例など
申込期限　８月 29 日㈮　　受講決定　９月 12 日㈮までに受講の可否を通知します。
お申し込み・お問い合わせ　新潟県消費者協会　☎０２５－２８１－５５５８（ＦＡＸ共通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール　n-shokyo@happytown.ocn.ne.jp
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お
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ら
　
せ

個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
の
納

期
限
は
９
月
１
日
㈪
で
す

　

個
人
事
業
税
の
納
税
通
知
書
が
８
月
８

日
㈮
に
発
送
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
期
限
内

の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
便

利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
動

車
税
も
口
座
振
替
納
税
が
で
き
ま
す
。

　

申
込
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
新
潟
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
に
い
が
た
県
税
の
窓

口

」http://w
w

w
.pref.niigata.lg.jp/

zeim
u/koza.htm

l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

 

佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部

　

☎
74
―
３
２
７
３

　

☎
74
―
３
３
１
０

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム 

と
き
わ
荘
（
定
員
50
人
）の 

入
所
者
募
集

利
用
者
の
資
格
（
す
べ
て
を
満
た
す
方
）

① 

60
歳
以
上
の
方
お
よ
び
60
歳
以
上
の
配

偶
者
と
共
に
利
用
さ
れ
る
方

② 

健
康
で
日
常
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が
で

き
、
共
同
生
活
に
適
し
て
い
る
方

③ 

家
庭
の
事
情
等
に
よ
っ
て
、
家
族
と
の

同
居
が
困
難
な
方

④ 

確
実
な
身
元
引
受
人
（
独
立
の
生
計
を

営
み
、
保
証
能
力
の
あ
る
方
）
が
２
人

い
る
方
（
う
ち
１
人
は
佐
渡
市
内
の
方

が
望
ま
し
い
）

入
所
に
つ
い
て

　

入
所
申
請
の
用
紙
は
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
と
き
わ
荘
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
、
と
き
わ
荘
へ
お
願
い

し
ま
す
。

入
所
の
利
用
料
に
つ
い
て

　

１
か
月
最
低
６
万
２
１
０
円
～
（
収
入

に
応
じ
て
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

 

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘

　

☎
66
―
３
８
３
０

　

佐
渡
市
栗
野
江
１
８
２
２
番
地

※
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能 

　
　

障
害
に
関
す
る
講
演
会

　

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で
は
、
高

次
脳
機
能
障
害
専
門
外
来
を
開
設
さ
れ
治

療
に
あ
た
っ
て
い
る
、
宮
永 

和
夫 

氏
を

講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
20
日
㈬ 

午
後
２
時
～
４
時

会
場　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　

は
ま
な
す
ホ
ー
ル

講
演　
「
高
次
脳
機
能
障
害
の
豆
知
識
」

講
師　
南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

　

院
長　

宮
永 

和
夫 

氏

発	

言　
「
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
わ
っ
て

～
支
援
者
、
家
族
の
立
場
か
ら
～
」

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
ワ
ン

　

施
設
長　

石
井 

祐
子 

氏
（
脳
外
傷
友

の
会
ス
ワ
ン
会
長
）

主	

催　
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
佐
渡

支
部
、
新
潟
県
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康

福
祉
環
境
部

共
催　
佐
渡
市

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

　
佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

地
域
保
健
課

　

☎
74
―
３
４
０
７

第
2
回　

消
費
生
活
講
座

　
「
く
す
り
」は
逆
さ
に
読
め
ば「
リ
ス
ク
」

と
も
読
め
、
用
量
や
用
法
を
間
違
え
る
と

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、
く
す
り
と
く
す

り
の
飲
み
あ
わ
せ
や
く
す
り
の
選
び
方
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
な
ど
、
知
っ
て
い

る
よ
う
で
知
ら
な
い
く
す
り
に
つ
い
て
、

薬
剤
師
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま

す
。

日
時　
８
月
27
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　

は
ま
な
す
ホ
ー
ル

テ	

ー
マ　
「
く
す
り
と
く
す
り
の
飲
み
あ

わ
せ
～
あ
な
た
の
健
康　

薬
剤
師
が
お

手
伝
い
し
ま
す
～
」

講	

師　
薬
剤
師
会
佐
渡
支
部
薬
事
衛
生
指

導
員　

笹
布 

匡
久 

氏
（
ア
イ
ラ
ン
ド

薬
局
佐
和
田
店　

薬
剤
師
）

参	

加
費　
無
料
（
お
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

主
催　
佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
５
２
―
１
３
９
３

　

佐
渡
市
河
原
田
本
町
３
９
４

　

☎
57
―
８
１
４
３

　


52
―
６
０
２
４

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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佐
渡
地
域
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
朱
鷺
と
の
共
生
、
世
界
遺
産
に

ふ
さ
わ
し
い
美
し
い
佐
渡
島
の
景

観
を
守
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す

　

現
在
、
佐
渡
島
で
は
、
野
生
復
帰
し
た

朱
鷺
の
定
着
、
世
界
遺
産
の
登
録
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し
て
、
各
分

野
で
精
力
的
に
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

佐
渡
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

環
境
保
全
意
識
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
、
朱
鷺
と
の
共
生
、
世
界
的
遺
産
に

ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
、

維
持
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
、
島
民
の
皆
さ
ん
と
意
識
を
共
有
し
ま

す
。

日
時　
８
月
31
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
佐
渡
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
階　

大
集
会
室（
両
津
支
所
隣
）

※ 

会
場
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

内
容

第
一
部　
特
別
講
演

　

講
師　

 

大
桃 

美
代
子 

氏
（
新
潟
県
出

身
タ
レ
ン
ト
）

　

演
題　

 「
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
つ

い
て
」（
仮
称
）

第
二
部　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
佐
渡
島
の
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
」（
仮
称
）

定	

員　
２
０
０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、

お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
期
限　
８
月
22
日
㈮

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー　

☎
74
―
３
４
２
８

　

佐
渡
地
域
振
興
局
農
林
水
産
振
興
部

　

生
産
振
興
課　
　

☎
63
―
３
１
８
５

「
救
急
の
日
」
の
９
月
９
日
を   

    

含
む
１
週
間
（
９
月
７
日
㈰
～

９
月　

日
㈯

）

は 
        「

救
急
医
療
週
間
」
で
す

救
急
医
療
の
現
状

　
「
昼
間
は
仕
事
が
あ
る
か
ら
」「
す
ぐ
に

診
て
も
ら
え
る
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

軽
い
症
状
で
も
、
休
日
や
夜
間
に
病
院
の

救
急
外
来
を
受
診
す
る
方
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

救
急
外
来
が
混
み
合
う
と
、
命
に
関
わ

る
重
症
患
者
に
対
し
て
の
対
応
が
遅
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

救
急
外
来
の
医
師
は
、
患
者
対
応
に
追
わ

れ
休
養
も
と
れ
ず
に
疲
れ
は
て
て
し
ま
い
、

医
師
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
救

急
医
療
は
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
適
正
な
受
診

を
心
が
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

適
切
な
受
診
を
す
る
た
め
の
心
得

　

日
ご
ろ
か
ら
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も

ち
、
早
め
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

で
き
る
だ
け
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
医

療
機
関
へ
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
検
査
や
投

薬
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
曜
日
・
祝
日
は
「
佐
渡
市
休
日
急

患
セ
ン
タ
ー
」（
佐
渡
総
合
病
院
内
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

診
療
日　
　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

診
療
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

☎
63
―
３
１
２
１（
佐
渡
総
合
病
院
代
表
）

お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
（
発
熱
、
お

う
吐
、
下
痢
な
ど
）
で
心
配
に
な
っ

た
ら
ま
ず
「
小
児
救
急
医
療
電
話
相

談
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

経
験
豊
富
な
看
護
師
が
小
児
科
医
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
相
談
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。

実	

施
日
時　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
の
午
後
７
時
～
午
後
10
時

専
用
電
話
番
号

　

０
２
５
―
２
８
８
―
２
５
２
５

　
　
　
　
　
（
母
・
パ
パ
、
ニ
コ
ニ
コ
）

※ 

携
帯
電
話
で
、
♯
８
０
０
０
と
押
し
て
も
つ

な
が
り
ま
す
。

料	

金　
無
料
（
た
だ
し
、
電
話
料
金
は
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
。）

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間

に
わ
た
り
、
平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、近
年
の
我
が
国
の
経
済
・

社
会
が
、
人
口
の
高
齢
化
、
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
増
大
、
高
度
情
報
化
等
に
よ
り
多
様

化
し
て
い
る
中
で
、
国
民
生
活
の
実
態
を

家
計
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
経
済
・
社

会
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
消

費
・
経
済
分
析
の
貴
重
な
デ
ー
タ
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
主
に
家
計
簿
を
記
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
調
査
員
が
皆

さ
ま
の
お
宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
地
域

○
上
矢
馳
、
市
野
沢
、
上
長
木
、
下
長
木
、

　

長
木
、
石
田
の
一
部

○
羽
茂
本
郷
の
一
部

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
３
２
３
２
（
直
通
）

13
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
② 　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、

小学校就学前のお子さまがいる世帯などは214,000円）以下
であること

③ 　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること
④　申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、満年齢合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤　同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津 大野第２住宅（１、３階） 2 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て ２LDK 38,000【定額】

相川

おりと住宅（２、４階） 2 ② ○ S53 耐火構造４階建て ３DK 14,800 ～ 22,000

栄町団地野かんぞう棟（３階） 1 ①② - H3 耐火構造３階建て ２DK 21,500 ～ 32,000

栄町団地あやめ棟（１階） 1 ② ○ H8 耐火構造３階建て ２DK 18,800 ～ 28,000

栄町団地あやめ棟（２、３階） 2 ①② - H8 耐火構造３階建て ３DK 22,900 ～ 34,100

県営おりと団地（２、３階） 2 ①② - S54 耐火構造４階建て ３DK 14,900 ～ 22,200

県営炭屋町団地（３、４階） 3 ①② - S58 耐火構造４階建て ３DK 16,600 ～ 24,800

金井 木戸沢第３住宅（１、２階） 3 ①③ - H9 木造２階共同建て ３DK 53,000【定額】

真野 新町団地 2 ①③ - H12 木造平屋一戸建て ３DK 56,000【定額】

赤泊 真浦団地１ 1 ①② - H6 木造２階一戸建て ３LDK 23,600 ～ 35,100

■申込書類 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限 8 月 29 日㈮　午後５時
■入居予定 9 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項 入居決定後、次のことが必要です。 
 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

経済対策  第３回「新・住宅リフォーム支援事業」のお知らせ
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎６３－５１１８

　市内の施工業者を活用して、自宅の改修等の工事を行う市民を対象に支援事業を実施します。
　詳しくは、７月 25 日発行の全戸配布チラシまたは市ホームページをご確認ください。
■受付期間　８月 25 日㈪～８月 27 日㈬
■時　　間　午前９時 30 分～午後５時（開場：午前９時）
■場　　所　金井コミュニティセンター　ホール ( 市役所本庁舎隣 )

収入月額	＝		（合計所得額－各種控除額）	 １２
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家
庭
の
加
入
電
話
を
「
光
回
線
」
へ
切

り
替
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

光
回
線
と
は
、
回
線
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
使
っ
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
話
）
の
こ
と
で
す
。（
従
来

の
電
話
回
線
は
使
用
し
ま
せ
ん
。）

　

光
回
線
で
で
き
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
Ｉ
Ｐ

電
話
」
や
「
ひ
か
り
Ｔ
Ｖ
」
と
い
う
言
葉

を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
光
回

線
に
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
自
分
に
あ
っ
た
利

用
の
仕
方
で
加
入
の
選
択
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

光
回
線
に
す
る
と
停
電
時
に
は
使
用
で

き
な
く
な
る
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
契
約
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

※ 

光
に
か
え
な
い
と
今
の
電
話
が
使
え
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

勧
誘
電
話
が
き
た
場
合
の
注
意
点

　

販
売
代
理
店
等
の
名
称
、
担
当
者
名
、

連
絡
先
等
を
必
ず
メ
モ
し
て
お
く
よ
う
こ

こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生活情報
　　さど

「
光
回
線
」へ
の
加
入
を
勧
め
ら
れ
た
ら
!?

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
っ
と
快
適
に
な
る
も
の
で
す
～

光回線加入の選択の目安
インターネットの 

利用
電話の利用

光回線への 
加入を検討

インターネットを 
使う

インターネットと電話の両
方を利用する場合

○

インターネットは
使わない

電話のみで長距離電話を多
く利用する場合

△

電話のみで事業所等で複数
回線利用する場合

△

電話を頻繁にかけない場合 ×

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

佐
渡
市
立
相
川
中
学
校

　

平
成
15
年
４
月
に
、
旧
相
川
町
の
相

川
中
学
校
、
二
見
中
学
校
、
金
泉
中
学

校
を
統
合
し
、
開
校
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
開
校
当
時
の
ほ
ぼ
半
数
に
あ
た

る
１
１
４
人
の
生
徒
が
、
学
ん
で
い
ま

す
。

　

教
育
目
標
「
志
を
も
っ
て
学
ぶ
生
徒
、

よ
さ
を
認
め
合
う
生
徒
、
心
身
共
に
健

康
な
生
徒
」
を
目
指
し
、
次
の
よ
う
な

教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
で
す
。

地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
、
郷
土
へ

の
誇
り
と
愛
着
心
の
醸
成
を
ね
ら
い

に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
活
動
名
は
、
テ
レ
ビ
番
組

の
「
○
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
由
来
し
ま
す
。

開
設
当
初
は
、
活
動
が
五
種
類
だ
っ
た

こ
と
と
掛
け

合
わ
せ
ま
し

た
。
今
年
度

は
、
相
川

地
区
の
陶

工
、
佐
渡
お

け
さ
･
相
川

音
頭
の
舞

踊
・
唄
･

笛
・
太
鼓
・
三
味
線
、
観
光
ガ
イ
ド
の

縦
割
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
地
区
の
老
人
ホ
ー
ム
、
鉱
山

祭
り
、
文
化
祭
、
夏
休
み
中
の
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
の
発
表
を
目
指

し
て
、
地
域
講
師
先
生
の
下
、
全
生
徒

が
技
能
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
全
校
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

心
身
を
鍛
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
放

課
後
の
10
分
間
、
全
校
生
徒
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
ま
す
。
晴
天
時
は
校
舎
外
周

を
、
雨
天
時
は
校
舎
内
を
周
回
し
ま
す
。

全
校
生
徒
が
、
黙
々
と
走
り
込
む
光
景

は
圧
巻
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
「
教
え
て
、
う
、
こ
ん
」

で
す
。
学
力
の
向
上
と
社
会
性
を
授
業

で
育
む
取
り
組
み
で
す
。「
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
遠
慮
な
く
『
教

え
て
』
と
言
い
合
お
う
」
、「
仲
間
の
話

を
う
な
ず
き
な
が
ら
聴
き
合
お
う
」
、

「
説
明
す
る

と
き
は
、
根

拠
を
挙
げ
て

説
明
し
よ

う
」
を
合
言

葉
に
、
学
習

活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

レンジャー活動（三味線）

１年生の授業風景
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配
置
地
区　
小
木
地
区

配
置
時
期　
平
成
25
年
10
月
１
日
着
任

出	

身
地　
新
潟
市
秋
葉
区

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

学
生
時
代
を
東
京
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、

生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
県
の
た
め
に
仕
事
が

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
佐
渡
で
出

会
う
地
域
の
方
々
は
、
古
く
か
ら
伝
え
ら

れ
た
風
習
や
言
い
伝
え
、
知
恵
や
技
な
ど

自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
何
で
も
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
海
や
山
へ
い
つ

も
忙
し
く
働
い
て
い
る
印
象
で
す
。「
田

舎
で
の
ん
び
り
」
と
い
う
言
葉
の
似
合
わ

な
い
、
尊
敬
す
る
人
の
多
い
場
所
で
す
。

配
置
地
区
（
小
木
地
区
）
で
の
活
動
等

　

昨
年
か
ら
、宿
根
木
集
落
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
20
周
年
記
念

誌
の
制
作
に
携
わ
り
、今
春
完
成
に
至
り
ま

し
た
。集
落
が
時
代
を
振
り
返
る
だ
け
で

な
く
、観
光
地
と
し
て
有
名
な
宿
根
木
の

中
の
事
を
、地
域
外
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
木
港
開
港
４
０
０
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
事
業
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
10
日
の
記
念
式
典
の
際
に
披
露
さ

れ
た「
入
船
御
膳
」は
、参
加
者
か
ら
と
て

も
好
評
を
得
ま
し
た
。こ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
仕
事
は
、
周
囲

の
助
け
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
も
の

だ
と
、
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
広
く
地
域
の
方
々
と
話

を
す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
、
そ
の
中

で
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
特
に
、
地
域
の

情
報
を
都
市
部
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
切
な
役
割
の
ひ

と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

新
潟
市
立
月
潟
小
学
校
６
年
１
組
一
同

様
よ
り
、
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基
金
へ

８
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
芳
志
は
、
ト
キ
の

野
生
復
帰
や
ト
キ
の
生
息
環
境
の
整
備
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■	

サ
ド
ッ
キ
ー
が
お
出
迎
え
お
見
送
り
を

し
て
い
ま
す

　

ト
キ
野
生
復

帰
普
及
啓
発
事

業
の
一
環
と
し

て
、
７
月
１
日

か
ら
佐
渡
汽
船

両
津
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
２
階
待
合

室
に
て
、サ
ド
ッ

キ
ー
が
、
乗
客
の
皆
さ
ま
の
お
出
迎
え
、

お
見
送
り
を
し
て
い
ま
す
。

時
間
（
計
３
回
）

・
午
前
９
時
～
10
時

・
午
前
11
時
55
分
～
午
後
０
時
45
分

・
午
後
３
時
５
分
～
３
時
30
分

期
間　
11
月
30
日
㈰
ま
で

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
サ
ド
ッ
キ
ー
と
記

念
撮
影
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

■
佐
渡
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
ろ
う

　
会
員
募
集
中
！

　

毎
月
１
回
、
ト
キ
の
最
新
情
報
や
イ
ベ

ン
ト
案
内
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、
会
員

限
定
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
な
ど
の
お
知
ら

せ
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
携
帯
電
話
か
ら
す
ぐ

入
会
で
き
ま
す
。

http://toki-sado.jp/fanclub/
■	
怪
我
を
し
て
い
る
ト
キ
を
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

怪
我
を
し
て
い
る
ト
キ
を
見
つ
け
た
ら
、

環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所

　

☎
０
２
５
９
―
22
―
３
３
７
２

　

携
帯
電
話

　

 

０
９
０
―
２
３
２
４
―
４
０
１
９
（
午

後
５
時
か
ら
午
前
８
時
30
分
ま
で
）

ト
キ
交
流
会
館

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
―
９
８
０
―
５
５
１

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
現
場
に
行

く
ま
で
、
ト
キ
に
触
れ
た
り
、
捕
獲
し
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
117

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

渡
わた

邊
なべ

　南
み な み

風さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㊵

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⒁
　
― 

才さ
い
の
か
み
ぼ
せ
つ

神
暮
雪   

―

　

才
（
塞
）
の
神
は
、
村
境
や
道
の
交
差

す
る
所
に
祀
ら
れ
、
邪
気
を
防
い
で
く
れ

る
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
川
八
景
」
に
描
か
れ
て
い
る
「
才

神
暮
雪
」
で
は
、
場
所
の
特
定
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
～
５
４

年
）
前
後
に
描
か
れ
た
「
佐
州
相
川
略
図
」

の
添
え
書
き
に
、「
八
景
此
中
ニ
ア
リ
」

と
し
て
、
道
遊
の
割
戸
に
隣
接
し
て
「
才

神
山
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

相
川
金
銀
山
の
開
発
が
本
格
的
に
な
っ

た
慶
長
年
間
初
頭
（
１
６
０
０
年
前
後
）

の
言
い
伝
え
に
、「
川
村
彦
左
衛
門
吉
久

御
検
地
の
節
、
下
戸
・
羽
田
村
ト
別
シ
、

野
山
入
会
ニ
テ
境
其
頃
ヨ
リ
有
増
定
マ

ル
」（
下
戸
村
由
来
）
と
あ
る
の
で
、
こ

の
頃
、
下
戸
村
・
羽
田
村
境
に
才
の
神
が

祀
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
相
川
八
景
序
」
に
は
、「
東
は
山
を
重

ね
道
遊
の
峯
に
輝
く
月
、
才
の
神
の
雪
に

映
し
」
と
あ
っ
て
、「
夕
か
け
て
曇
る
と

も
な
き
此
神
の
恵
に
も
雪
も
つ
も
る
光
り

に
」
と
詠
ま
れ
、こ
の
連
歌
発
句
に
も
「
才

神
春
雪　

夕
越
え
ん
道
の
手
向
や
雪
の

花
」
と
あ
り
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６

☆
新
潟
地
震
か
ら
50
年

　

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
６
月
16
日
に

発
生
し
た
新
潟
地
震
か
ら
、
今
年
で
50
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

両
津
港
周
辺
に
押
し
寄
せ
た
津
波
に

よ
っ
て
、
約
４
０
０
戸
が
水
に
浸
か
り
、

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
家
屋
や
道
路
が
壊

れ
、
約
１
億
２
千
万
円
に
の
ぼ
る
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
新
潟
国
体
の
視
察
の
た
め

に
昭
和
天
皇
が
来
島
さ
れ
た
直
後
の
地
震

で
、
鬼
太
鼓
が
町
内
を
回
る
夷
祭
り
の
最

中
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
で
す
。
こ
の
災

害
の
怖
さ
を
体
験
し
て
い
る
世
代
が
少
な

く
な
っ
て
い
く
中
で
、
残
っ
て
い
る
記
録

を
確
認
し
た
り
、
体
験
者
の
話
に
耳
を
傾

け
た
り
し
て
、
こ
の
時
の
教
訓
を
忘
れ
ず

に
次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
、
今
後
起
こ
り
う

る
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
教
育

は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
お

い
て
も
重
要

な
テ
ー
マ
で

す
。

　

文
部
科
学

省
で
は
、
災

害
時
、
適
切
に
対
応
で
き
る
基
礎
能
力
を

培
い
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
と
や
、
自

然
が
持
つ
恩
恵
と
災
害
の
二
面
性
を
理
解

す
る
こ
と
な
ど
を
、
防
災
教
育
の
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。
自
然
と
人
間
と
の
関
係

を
考
え
る
点
で
、
環
境
教
育
と
も
大
い
に

関
連
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
日
本
列
島
は
、

４
枚
の
プ
レ
ー
ト
（
地
球
の
表
面
の
岩

板
）
の
境
界
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
地
震

は
プ
レ
ー
ト
同
士
が
ぶ
つ
か
る
境
界
で
起

き
る
の
で
、
日
本
で
は
地
震
が
多
い
の
で

す
。
反
対
に
、
境
界
が
な
い
北
欧
で
は
、

ほ
と
ん
ど
地
震
が
起
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
を
理
解
し

て
、
そ
の
地
域
で
起
こ
り
う
る
災
害
と
ど

の
よ
う
に
共
存
し
て
生
き
て
い
く
か
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
震
は
、
地
球
が
活
動
し
て
い
る
証
拠

で
す
。
そ
も
そ
も
、
佐
渡
が
海
面
か
ら
顔

を
出
し
、
私
た
ち
や
動
植
物
な
ど
が
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

地
震
な
ど
地
殻
変
動
が
繰
り
返
さ
れ
た
か

ら
な
の
で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
佐
渡
博
物
館
内
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「相川八景」に描かれた才神暮雪 「佐州相川略図」（岩木文庫蔵）に

描かれた才神山（右側）

新潟地震でえぐられた加茂湖口の道路
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　佐渡地区厚生保護女性会では、夏休み中の子どもたちの健
全育成のため、見回りのボランティアをしています。
　ご協力をお願いします。

実施期間　　８月末までの火曜日と金曜日（週２回）
時　　間　　午後１時 30 分～３時 30 分
場　　所　　中央図書館内

佐渡市の図書館では、夏らしさを感じ、
夏を快適に過ごしていただくため、
本の特設コーナーを設けています

この夏、中央図書館に
　　　「図書館ボランティア」が始動

楽
し
く
学
ぼ
う
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
両
津
地
区
）

　

６
月
５
日
か

ら
７
月
24
日
ま

で
の
毎
週
木
曜

日
、
両
津
地
区

公
民
館
講
座
と

し
て
「
パ
ソ
コ

ン
教
室
（
入
門

コ
ー
ス
）
」
を

全
８
回
開
催
し

ま
し
た
。

　

受
講
者
数
は
15
人
で
、
昨
年
度
か
ら
引

き
続
き
受
講
さ
れ
る
方
や
、
小
学
生
の
お

子
さ
ん
と
と
も
に
家
族
で
受
講
さ
れ
る
方

な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
集
ま
っ
て
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
テ
キ
ス
ト
を
片
手
に
真
剣

な
眼
差
し
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
操
作

が
で
き
る
と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
、
ア
ッ

と
い
う
間
の
２
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。楽

し
く
体
験
「
こ
と
ぶ
き
学
級
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
木
地
区
）

　

６
月
11
日
㈬
に
小
木
地
区
こ
と
ぶ
き
学

級
「
春
の
研
修
旅
行
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
14
人
で
の
少
し
寂
し
い
参
加

人
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
午
前
中
は
防

災
セ
ン
タ
ー
で
地
震
や
煙
か
ら
の
避
難
を

体
験
し
、
改
め
て
地
震
や
火
災
の
恐
ろ
し

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
豪
華
な
昼

食
の
後
は
、
大
野
亀
一
面
に
咲
く
ト
ビ
シ

マ
カ
ン
ゾ
ウ
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
今
年

は
雨
が
少
な
い
た
め
か
、
カ
ン
ゾ
ウ
が
五

分
咲
き
で
し
た
が
、
皆
で
ワ
イ
ワ
イ
と
遊

歩
道
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

小
木
を
出
発
し
、
大
佐
渡
を
ぐ
る
っ
と

一
周
す
る
長
時
間
の
バ
ス
旅
行
に
も
関
わ

ら
ず
、
帰
り
の
車
内
で
も
会
話
が
絶
え
な

い
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

両津図書館「夏を涼しく」 中央図書館「夏を快適に過ごす」

真剣に取り組む受講生

参加者揃って、はいチーズ

防災センターでの体験学習

　資料紹介　
「北一輝－革命思想として読む－」	
古賀　暹 (のぼる )　著	
( 御茶の水書房 )
　「 改 造 法 案 」は
なぜ書かれたのか、
二・二六事件とは
何だったのか？
　佐渡出身の社会
主義者 北一輝の
思想と行動を再定
義する著者渾身の
力作。

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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熱演する余湖講師

首都圏情報コーナー

小木港開港四百年記念事業・㊗佐渡市市制施行10周年 

佐渡・小木クルーザーミーティング開催！
開催日時 ８月23日㈯　　乗船見学　午後２時～４時
場　　所 小木港南埠頭（力屋観光汽船となり城山側）
主　　催 小木開港四百年記念事業実行委員会（千艘クルーザー部）
 事務局　佐渡観光協会南佐渡支部　☎８６－３２００
 　　　　小木町商工会　　　　　　☎８６－２２１６
共　　催 佐渡市、(一社)佐渡観光協会南佐渡支部、佐渡汽船㈱、小木町商工会、小木港利用協議会
後　　援  新潟県佐渡地域振興局、佐渡市教育委員会、上越市、柏崎市、佐渡港湾協会、新潟県外洋帆走連盟、 

小木ヨットクラブ、新潟交通佐渡㈱、中野建設工業㈱、力屋観光汽船㈱、前佐渡運送㈱

ヨットの乗船 
見学もできる！

「佐渡金銀山を世界遺産に」 
　　　　　― 文化講演会が開催されました

　去る６月21日、東京表参道ネスパス館において、
第７回文化講演会を開催しました。
　 講 師の余 湖 明 彦
さんは、旧畑野町小
倉出身で、佐渡高校、
慶応大学文学部卒
業後、佐渡総合高校、
佐渡高校で教鞭を取
られ、現在は、県教育
庁文化行政課副参事として、佐渡金銀山の世界遺
産登録を推進中であります。
　講演は、「世界遺産登録を目指す『佐渡金銀山』
－その歴史と金銀山が育んだ佐渡の文化―」と
題し、①佐渡を代表する金銀山群、②相川金銀山
の発見、③鉱山が育んだ文化、④近代鉱山への転
換、⑤世界遺産登録に向けての５項目について、カ
ラー映像を用い、１時間半にわたり講演されました。
　会場には、首都圏在住の会員他91人の方々が参
加し、その体系的、かつ、分かりやすい解説に聞き
入り、佐渡金銀山について一層理解を深めることが
できた様子でありました。
　佐渡市から金子優副市長、世界遺産推進課、佐
渡を世界遺産にする会の方々が出席し、佐渡市の
取り組み状況について報告がなされました。
　講演会終了後の懇親会では、講師を囲みながら
講演内容の細部にわたる談義があちこちから聞こ
えておりました。参加者全員が佐渡金銀山の世界
遺産登録への願いを一つにし、19時過ぎ散会とな
りました。

（文責：首都圏佐渡連合会文化芸能部会長　元田利夫）

寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し上げます。
○物品	
　教育目標額２枚
　　南佐渡中学校の物品として
　　　昭和31年度小木中学校卒業
　　　　金子　栄一　様（横浜市旭区）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　 ８月25日㈪～29日㈮　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・ 土地や建物の売買、贈与、相続、担保権の設定等

の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・ 金銭の貸し借り、借地・借家等のトラブルの申し立

て
・ 多重債務者の調停、訴訟、自己破産等による救済

の申し立て
・ 訪問販売の解約、保証人、隣地間のもめ事等の手

続き
・ 家庭内の人間関係と結婚、離婚、内縁等の問題の

手続き
・遺言の方法と相続手続き
・ 高齢者の今後の財産管理等（生前贈与・遺言・負

担付遺贈・死因贈与・信託・財産管理委任契約等
の手続き）

　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ 
　司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７ 
　（平日・午前９時～午後５時）
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 6.10〜 7.14届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 下久知 佐　合　チヨノ 92 6.13
　〃 住吉 桝　屋　哲　二 66 6.13
　〃 真木 松　木　武　治 97 6.15
　〃 羽吉 髙　井　輝　　 79 6.19
　〃 赤玉 松　川　カズヱ 83 6.22
　〃 加茂歌代 本　間　　　司 39 6.22
　〃 東鵜島 河　内　　　實 92 6.24
　〃 片野尾 金　子　輝　雄 70 7.  2
　〃 下久知 小　林　昭太郎 87 7.  2
　〃 両津湊 小　間　俊　一 85 7.  9
　〃 長江 嶋　田　ハ　ツ 96 7.10
　〃 蚫 山　本　静　枝 86 7.11
　〃 潟端 池　野　友　美 40 7.11
　〃 春日 澁　谷　春　美 77 7.13
相　川 達者 小　松　幸　𠮷 90 6.10
　〃 橘 岩　﨑　一　人 45 6.14
　〃 関 石　塚　三千枝 74 6.15
　〃 相川江戸沢町 牛　尾　房　江 88 6.17
　〃 相川下戸町 山　本　壽美子 87 6.25
　〃 関 金　子　正　義 80 6.25
　〃 姫津 石　見　政　一 69 6.26
　〃 下相川 石　倉　勘　一 87 7.  1
　〃 北立島 近　藤　ウ　メ 93 7.  2
　〃 北田野浦 山　本　與　𠮷 93 7.  2
　〃 北田野浦 川　口　　　悟 74 7.  3
　〃 相川下戸村 今　関　ミ　子 90 7.  5
　〃 南片辺 内　藤　コ　オ 92 7.  5
　〃 石花 山　本　辰　麻 80 7.  7
　〃 戸地 塩　釡　次　作 86 7.12
佐和田 沢根 阿　野　民　男 83 6.10
　〃 窪田 　　林　　　喬 71 6.13
　〃 沢根 本　間　春　子 96 6.15
　〃 沢根五十里 本　間　リ　ウ 88 6.15
　〃 河原田諏訪町 片　山　美代子 80 6.19
　〃 河原田本町 萩　原　義　雄 88 6.25
　〃 沢根 本　間　ノ　ブ 97 6.30
金　井 貝塚 野　澤　　　武 86 6.12
　〃 千種 髙　橋　和　宏 41 6.23
　〃 中興 鈴　木　ヤ　ス 94 6.28
　〃 吉井 児　玉　妙　子 80 6.29
　〃 大和 圡　田　ヒサ子 90 7.  2

金　井 千種 仲　川　美冨子 99 7.  5
　〃 千種 辻　　　千重子 69 7.10
新　穂 下新穂 金　田　ヨシヱ 91 6.13
　〃 新穂青木 城　内　サ　ワ 93 7.  1
　〃 新穂長畝 大　井　一　男 79 7.  5
　〃 新穂長畝 村　田　喜一郎 88 7.  6
　〃 新穂長畝 土　屋　ミホノ 94 7.  7
　〃 新穂大野 岩　原　一　郎 84 7.11
畑　野 目黒町 小　池　シヅヱ 96 6.21
　〃 栗野江 計　良　絹　代 66 7.  2
　〃 丸山 榎　　　正　雄 76 7.  6
真　野 竹田 山　本　長一郎 70 6.13
　〃 静平 藤　井　正　一 79 6.18
　〃 椿尾 髙　津　シュン 90 6.19
　〃 大小 須　田　　　久 82 6.21
　〃 吉岡 本　間　眞佐子 92 6.21
　〃 西三川 本　間　　　毅 95 7.  1
　〃 真野 鶴　間　光　夫 74 7.14
小　木 小木町 計　良　三　夫 74 6.14
　〃 小木町 本　間　敬　子 88 6.25
　〃 小木町 村　川　田鶴子 90 6.25
　〃 小木町 金　子　金次郎 95 6.28
　〃 犬神平 本　間　　　了 86 6.29
　〃 小木町 菱　川　五三夫 81 7.  9
　〃 琴浦 中　川　　　明 80 7.10
羽　茂 羽茂大崎 本　間　秀　雄 62 6.16
　〃 羽茂滝平 井　上　喜　八 78 6.21
　〃 羽茂三瀬 中　川　フ　ヂ 99 6.23
　〃 羽茂大崎 三　浦　妙　子 70 6.30
　〃 羽茂飯岡 羽　生　千世子 83 6.30
　〃 羽茂本郷 佐　藤　康　夫 54 7.  6
　〃 羽茂村山 宮　内　久　雄 77 7.  6
　〃 羽茂三瀬 本　間　セ　キ 90 7.10
　〃 羽茂本郷 金　子　ハ　ル 96 7.12
赤　泊 三川 大　岩　公　二 81 6.21
　〃 莚場 岩ケ坂　ミ　ヱ 86 6.21
　〃 徳和 野　田　敏　一 89 6.26
　〃 莚場 歌　野　サ　ク 100 6.27
　〃 赤泊 寺　尾　勝　也 70 6.28
　〃 杉野浦 齊　藤　多嘉治 88 7.  1
　〃 三川 小　坂　ミ　ト 89 7.  2

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 歌見 大　坂　咲　人 伸正 6.  4
　〃 下久知 戸　島　結里華 裕介 6.20
　〃 秋津 伊　藤　澪　愛 拓真 6.21
　〃 両津夷 加　賀　　　肇 義弘 6.22
　〃 両津福浦三丁目 田　中　依　緒 未来 6.26
　〃 羽吉 髙　津　尚　樹 博之 7.  2
　〃 梅津 榎　　　七　聖 隆寿 7.  3
　〃 梅津 佐　藤　一　夏 宏一 7.  4
　〃 梅津 関　東　優　依 学 7.  6
相　川 高瀬 秋　野　心　花 達哉 6.13
　〃 相川五郎左衛門町 大　田　莉　緒 竜矢 6.14
　〃 相川小六町 靜　間　あかり たいら 6.24
佐和田 東大通 相　田　菜々子 洋輔 6.  6
　〃 東大通 山　城　芹　夏 宏一 6.12
　〃 市野沢 岩　﨑　桜　志 将海 6.14
　〃 青野 後　藤　風　太 竜次 6.19

佐和田 中原 渡　辺　　　圭 裕昭 6.24
　〃 東大通 石　見　惺　成 勝行 7.  3
　〃 石田 源　氏　理　人 篤史 7.  5
　〃 中原 川　上　天　空 正規 7.  7
　〃 窪田 大川原　　　快 伸 7.11
金　井 金井新保 石　船　彩　乃 康晴 6.10
　〃 千種 羽　生　泰　晟 泰 6.12
　〃 金井新保 矢　田　遥　人 聡一朗 6.23
　〃 千種 石　井　恭　平 真 6.29
　〃 大和 原　　　綾　香 浩之 6.30
新　穂 新穂大野 本　間　凛　空 健弘 6.  3
　〃 新穂潟上 成　瀨　　　紬 紀秀 6.  5
　〃 新穂舟下 本　間　悠朱希 与志雄 6.20
　〃 新穂 市　橋　宗　昌 匠 6.30
畑　野 畑野 山　本　菜　那 司 7.  9
小　木 木流 山　本　朱　音 統一 6.25
羽　茂 羽茂村山 笠　井　旺　輝 朋樹 6.24

（さきと）
（ゆりか）
（みおり）
（はじめ）
（いお）
（なおき）
（ななせ）
（いちか）
（ゆい）
（みはな）
（りお）
（あかり）
（ななこ）
（せりか）
（おうし）
（ふうた）

（けい）
（せな）
（りひと）
（そら）
（かい）
（あやの）
（たいせい）
（はると）
（きょうへい）
（あやか）
（りんか）
（つむぎ）
（ゆずき）
（むねあき）
（なな）
（あかね）
（おうき）



献血にご協力ください！
　下記の日程で佐渡に献血バスが来ます。一番身近なボランティア、愛の献血にご協力ください。

日 受付時間 会場

９月３日㈬
９: ３０～１１：００ 相川地区：佐渡地域振興局（佐渡保健所）

１３: ００～１５：３０ 相川地区：佐州お～やり館
９月４日㈭ １３: ００～１５：３０ 新穂地区：佐渡地域振興局（農地庁舎）

９月５日㈮
９: ００～１１：００ 佐和田地区：佐渡中央会館

１３: ００～１４：００ 両津地区：両津地区公民館
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室　健康増進係　☎６３－３１１５
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 5佐渡市健康推進協議会小木支部

―自分達が元気に、そして家族や地域が元気になれる活動を目指して―
　小木支部は現在 34 人、地
域の人とコミュニケーション
をはかり、元気のおすそわけ
をしています。月１回の「つ
くしサロン」では、赤ちゃん
からママさん、お年寄りとの
世代間交流。手作りの大型紙芝居を使った小学校での食
育指導。その他、地区芸祭での認知症劇、敬老会等地域
イベントでの歌や踊りの発表など、会員みんなで楽しく
活躍しています。

熱中症に気をつけましょう
　熱中症とは、暑さの中で生じる
障害の総称です。
　熱中症になると、全身がだるく
なったり、めまいや吐き気、おう
吐、頭痛などを起こしたり、重症
では死亡に至ることもあります。

活動紹介

暑い時期の水分のとり方
・のどがかわく前や汗をかいた後
・スポーツ活動時はこまめに
・入浴の前後
・就寝前

熱中症予防のため上手に水分補給をしましょう

材料（約20個分）
うるち米粉：400g
もち米粉：600g
あんこ：600g
かやの葉：約100枚
片栗粉：少 ・々ひも
作り方
①あんこは20～30gに丸める。
②かやはよく洗い水気をきる。
③ 米粉をよく混ぜてこねる。耳たぶくらいの柔らか

さにして40～50gにする。
④ 団子を平らにのばし、あんこを包み、緩やかな

三角形にする。
　団子の表面にハケで片栗粉を薄くまぶす。
⑤ かや４・５枚を隙間がないように手のひらに並

べ、その上にあんこを包んだ団子をのせ、さらに
団子の周囲をぐるりと１枚のかやで包み込む。

⑥ かやの半分を手前に折り返しひとつにして、ひ
もで結ぶ。

　結び目から３cmくらいで切る。
⑦蒸し器で20分蒸してでき上がり。

水分補給に適した飲みものは？
　日常的には水や麦茶、ほうじ茶などがお
すすめです。水分は汁ものをはじめ、ご飯
やおかずにも含まれているので、３度の食
事からもかなりの量をとることができます。
特に汗をかいた時は、みそ汁やスープ類な
どの汁物からナトリウムなどのミネラル補
給をしましょう。甘いジュースはエネルギー
量が高く、糖分を多くとることになるので、
飲みすぎないように注意しましょう。

残したい
佐渡の郷土料理 たいごろ

◆熱中症を予防する食べもの
　カリウム（熱中症の回復に影響を与える）	
　　　そら豆、ひじき、じゃがいも、バナナなど
　ビタミンＢ１（不足すると疲れやすくなります）	
　　　豚肉、うなぎ、枝豆、大豆など
　クエン酸（疲労回復・老化防止）	
　　　梅干し、レモン、食酢、黒酢など

◆夏に欠かせない水分補給



「特定外来生物」とは？
　外来生物（海外起源の外来種）のうち、もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地
域から入ってきた生物のことで、生態系などに被害を及ぼすもの、またはおそれがあるものの中から指定さ
れています。
※ 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」により、指定のある動植物については、飼育・栽培・保管・

運搬・販売・譲渡・輸入が原則として禁止されています。販売等の目的で特定外来生物を飼育、栽培した場合など悪質な違
反をした場合、懲役または罰金が科せられることがあります。

「要注意外来生物」とは？
　法による規制の対象外ですが、すでに日本に持ち込まれ、生態系に
悪影響を及ぼすおそれのある動植物が指定されています。

【外来生物被害予防３原則】へのご理解・ご協力をお願いします
１．入れない  悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみに持ち込

まない
２．捨てない 飼っている外来生物を野外に捨てない
３．拡げない 野外にすでにいる外来生物は他の地域に拡げない

オオクチバス
（ブラックバス）

オオキンケイギク
（花期は６月から７月頃）

オオハンゴンソウ
（花期は７月から８月頃）

セイタカアワダチソウ
（花期は 10 月から 11 月頃）

特定外来生物をご存知ですか？
市役所環境対策課　☎６３－３１１３

市
の
魚
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市
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空メールを送
ると、仮受付メールが返信されますので、案内に
したがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ		市役所地域振興課（情報政策係）		
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単
に佐渡市内の情報がご覧になれます。
＊	＊お知らせ＊＊　ＣＮＳテレビでは、現在アナログテレビでも視聴でき
るデジアナ変換放送を行っています。ただし、デジアナ変換放送は平成
27年3月末で終了しますので、デジタル対応テレビ等をお持ちでない方
は、期日までに準備をお願いします。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212


